
「鶴見校区CSにおける部会ごとの役割分担の明確化と
年度を跨いだ取組の継続と改善」 観点Ⅳー15,16

佐伯市立松浦小学校 児童数４３名 学級数７
佐伯市立鶴見中学校 生徒数１９名 学級数４

目
的

○作業部会ごとの活動計画の作成による役割分担を明確化

○熟議内容の工夫による年度を跨いだ取組・活動の継続性の確保

作業部会ごとに活動計画に基づいた取組の検証・改善が年度を跨いで行われている。

取
組
内
容

成
果

・第1回CSで作業部会ごとの活動計画が確定するため、取組が円滑に実施され継続につながる。
・作業部会ごとの取組が定着し、人の入れ替りに左右されないCSの運営体制が構築されている。

【前年度第３回】
活動の振り返りと
次年度の方向性
検討

【本年度第１回】
部会ごとの

活動計画の作成

【本年度第２回】
部会ごとの

進捗状況確認

役割分担の明確化

【学習支援部】
○「鶴見郷土学」
（地域学習等）の推進
・ふるさと文化祭
・踊りや太鼓の伝承
・小中合同引き渡し訓練

【環境整備部】
○学校に係る
環境整備の推進
・除草作業
・運動場整備作業
・危険個所洗い出し

【ながら見守り部】
○地域に関わる
子どもの育成
・交通指導
・あいさつ指導
地域行事への参加

作業部会の熟議

【R6.2月CS】振り返りと方向性の検討
・あいさつ・ありがとうの文化は継続していく。
・様々な行事や学習と地域とのふれあいを継続していく。
・来年度は、豊魚祭の形が変わるようであるが、その中でも、
子どもたちの活躍の場を保障していく取組を検討していく。

【R7.5月CS】活動計画の作成
○活動目標
地域とのつながりを広め、絆を深めよう！（鶴見郷土学の
深化）

○活動計画（内容）
鶴見ふるさと文化祭、鶴見中文化祭、松小祭りを同日に
開催できないかを検討する。

○共通テーマ（「あいさつ」「鶴見郷土学」についての活動
・大人からの積極的なあいさつを行う
・地域行事にもできる限り子どもが関われる機会を増や
す。

（例）学習支援部

〔R6 小中合同登校時避難訓練】

〔通学路の除草作業】

〔登校時の交通指導・あいさつ指導】



【鶴見中校区CS 作業部会の活動計画】

〔鶴見音頭の伝承】 〔小中学生による鶴見ふるさと文化祭への参加】 〔松小祭りでのCS関係者の出店】


